卒論発表5回目
生保のニーズの変化に伴う生保業界の変化について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年10月7日
一二三　春菜
 (
1
章　生命保険の役割と業界の現状
生保とは
生保業界の現状
2
章　生保販売体制の変化
商品面の変化
販売チャネルの変化
3
章　消費者ニーズの変化と社会環境の関係
人口構造の変化
ライフスタイルの多様化
4
章　今後の展望
) (
章構成
)




 (
今回発表分
)




 (
個人保険の種類別保有契約件数の推移
) (
商品面の変化
件数ではなく、金額ベースで見ると…
)[image: ] (
2
章
)

[image: http://www.myvoice.co.jp/biz/surveys/15609/03.gif]









 (
現在加入している生保の種類では、
医療保険・入院保険が最
も多い。また、保険種類別保険契約件数の構成比で見ると、
医療保険が
1
位、ガン保険
が
2
位。
→「生きるための保険」である
第三分野の保険商品
のニーズが伸びている　　　　　　　（前期発表分より）
)






 (
個人保険保有契約高の推移
) (
全体の約
8
割を終身保険、定期保険などの死亡保険が占めている。
第三分野保険は
1
件当たりの平均保険料が低いため、金額ベースで考えた場合、そのシェアは
1%
にも満たない。
⇒生保業界を支えているのは死亡保障商品
　　
→少子化、非婚・晩婚化、非産・晩産化により
縮小するのでは
？
)[image: ]








 (
実際には
各社はどういった商品戦略を考えているのか？
)

 (
各社の商品戦略に関する動き
日本生命
少子高齢化のなか、経済的にも豊かな高齢者マーケットの拡大は最大のビジネスチャンス
→医療・年金はもちろん、資産管理、介護等の幅広い視点から商品開発を行う
新商品としては、医療保険を開発した他、専門医紹介サービスの提供など、医療保障に注力している
多様化する保障ニーズへの対応として、若年・独身層や女性層への保障を、医療保障と将来のための貯蓄を中心に進める。
第一生命
第三分野、個人貯蓄市場に注目
新商品として医療保険を
2
種類開発。貯蓄性市場への取り組みとしては子会社第一フロンティア生命を設立し、代理店向けの貯蓄性商品の供給に注力。
住友生命
介護・医療保障分野を中心にした商品開発を進める。
シンプルな医療保険を、代理店などを通して販売する目的で子会社メディケア生命保険を設立（
22
年
4
月）
明治安田生命
少子高齢化に伴い、介護保障を第
4
の主力と捉え、市場拡大を目指す方針
新商品としては医療・がん保険を開発
アフラック
自社の強みである第三分野をさらに強化していく方針で、医療・がん保険を開発
その他、最近の商品開発競争におけるポイント
　　
第三分野商品が重視される背景には、少子高齢化だけでなく、女性の社会進出も影響していると考えられる。
※貯蓄性商品の重視については今回は割愛
)


















 (
商品戦略としては、第三分野に注力している点で各社が共通している
少子高齢化のなかで遺族の生活保障に対するニーズが減少する一方、長生きのリスクが増大し、それに備える医療・介護・年金保険が重視されていると考えられる。
縮小が予想されるが、主力商品である死亡保障商品に関する取り組みは？
)






[image: ] (
生命保険文化センターによる
2010
年度の生活保障に関する調査において、
生命保険の女性の加入率が
81.4%
となり、
1987
年の調査開始以来初めて、男性（
79.9%
）を抜いた。
第三分野商品に対する関心は、男性よりも女性の方が高い傾向にある（前期発表参照）
)
















[image: ] (
生命保険の加入チャネル内訳の推移
) (
2. 
販売チャネルの変化
代理店
ダイレクト
チャネル
)
 (
銀行窓販の解禁やダイレクト販売の増加によりチャネルの多様化の動きが見られる。
今後の加入意向チャネルを見ると、チャネルの多様化の流れはさらに大きくなることが予想される。
また、生保会社の主要販路である営業職員の人数は、大量採用大量退職システムの限界により減少傾向にある。　　　　　　　　　　　　　（前期発表参照）
)









 (
生命保険会社からの委任または請負契約の関係にあって、生命保険募集人として、直接、生命保険の募集を行う。代理店の形態は法人と個人とに
分かれ、募集人登録（法人の場合には使用人の登録）を行っている。
（生命保険文化センターより）
メリット：
FP
の資格を取得しているプロの客観的意見が聞ける、複数社の保険商品を比較可能、窓口の一本化
デメリット：ダイレクトチャネルに比べ割高になる可能性、手数料稼ぎ的な売り方をする可能性
)



[image: ] (
登録代理店数の変遷
)

 (
個人代理店が、販売力強化のための再編や淘汰の動きで減少している。
一方で、独立系保険代理店に加え、生保会社直営の来店型
ショップの展開が進み、法人代理店数は若干増加している。
)








 (
営業職員や代理店を介さずに、電話やインターネットで保険の申し込みが完了する販売方法。
メリット：シンプル、保険料が安い
デメリット：保険に関する知識（自己判断力）が必要
)


 (
ダイレクトチャネルにとって
追い風に
!
) (
06
年
4
月に、金融庁による保険商品審査の簡素化、付加保険料の自由化が行われたことにより、コストダウンによる付加保険料の削減が行いやすくなった
)



 (
08
年に、ネット専業生保として
SBI
アクサ生命（現ネクスティア生命）とライフネット生命が営業開始
)
[image: [図]][image: http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/20110726_b.gif]








 (
直近の生保加入時のチャネルの利用状況を見ると、他の分類に比べて、「女性」と「
20
歳代」では非対面型チャネルの利用が多いことが分かる。
※非対面＝ダイレクトチャネル
20
歳代のインターネット利用率の高さによるもの？
女性は…
?
)[image: ] (
直近加入時のチャネル利用状況
)









 (
加入時期別生命保険加入チャネル
)[image: ]

 (
可能性として、
死亡保険に比べて、医療保険の方がダイレクトチャネルによる加入割合が高いことが分かる。
また、前述したように、女性は男性に比べて第三分野に対する関心が高い傾向にあることから、性別で考えた際に、女性の方が非対面型チャネルの利用率が高いという結果になった…
?
)









 (
高齢者の増加をうけて、長生きのリスクに備えるための商品の充実化を
どのように
図るべきか？
1
件当たりの保険額が比較的高い若年層を中心とした死亡保障マーケットもカバーしなければ、生保業界の規模縮小は一層進むことになる
→
死亡保障マーケットで効果的に顧客を獲得するためにはどうすべき
か？
少子高齢化が進む中で適切な販売チャネルとなり得るのは何か？
などを
4
章で
考えてみる予定です…
) (
日本の将来推計人口
)[image: ] (
3章
)

 (
少子高齢化が進む日本の人口構造
生保業界は、人口構造の変化の影響が大きい業界であると言える。
まず、少子化により死亡保障商品のニーズが減少し、規模が縮小する可能性が考えられる。
一方で、高齢者の増加により、長生きのリスクに備えるための第三分野、個人年金保険などの貯蓄性商品のニーズが喚起される可能性が高い。
)









 (
これに対応して…
)







次回：各販売チャネルが抱える課題（特に、ネットと窓販）、3章の続き～
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保険料引き下げの工夫

健康体割引料率、ノンスモーカー料率

低解約返戻金型保険、無解約返戻金型保険

従来商品では生保に加入出来なかった顧客層に提供する商品

無選択型保険

条件体向け保険

貯蓄性・長引く低金利時代を反映し、将来の金利リスク回避と高金利志向商品

予定利率変動型の保険

外貨建の保険

女性向けの保険

女性特有の疾病を手厚く保障

貯蓄性も重視

通信販売専用商品

事業費を削減して保険料を割安に設定

インターネット料率、カード払料率

自在性の追求
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(単位 : 件、百万円)

保     険     種     類 件　 　  数 前年対比 構成比 前年対比

% % %  % 

個   人   保   険 104.2 100.0 97.4

 1. 死   亡   保   険 104.4 83.4 98.4

終身保険 112.7 12.4 108.1

定期付終身保険 98.0 24.8 93.1

利率変動型積立終身保険 101.3 15.9 96.6

定期保険 99.2 20.2 101.2

変額保険（終身型） 100.5 0.9 98.6

変額保険（定期型） 92.7 0.0 90.2

その他の保険 105.0

9.1

98.5

（ うち 定期特約） ( ) ( ) ( 96.3) ( ) ( 6.4 ) ( 94.9

)

( )

 2. 生 死 混 合 保 険 100.7 16.0 92.5

養老保険 108.6 3.8 107.1

定期付養老保険 84.6 1.0 85.0

変額保険（有期型） 100.1 0.2 108.4

その他の保険 95.0 11.1 88.9

 3. 生   存   保   険 115.8 0.6 102.2

うち変額保険 94.7 0.0 94.6

生存給付金付定期保険 91.5 1.0 84.4

参 医療保険 108.1 0.6 94.1

ガン保険 102.2 0.3 94.2

傷害保険 92.6 ―  ─ 

考 こども保険 105.6 1.6 98.1

貯蓄保険 89.6 0.0 89.4

個 人 年 金 保 険 103.5 100.0 101.6

定額年金保険 104.2 79.9 102.7

    年  金  開  始  前 102.7 70.7 101.6

    年  金  開  始  後 112.0 9.2 112.1

変額年金保険 100.7 20.1 97.6

    年  金  開  始  前 99.4 18.5 95.8

    年  金  開  始  後 126.2 1.6 124.7

1.1 1,485,744 7,021

3,252,993 17.1 17,704,466 5,442

19,190,210 5,538

15,523,767 81.8 76,520,184 4,929

8,829,033

6.7 139,924,265 17,116

254,230 0.2 0 ― 

42,329,603

10,670,776

6,371

210

2,557

844

3,005,188 155

5,021,662

13,930,905

119,990

121,911,580

97,477,395

20,647,365

12,641,101

12,414,550

1,268,193

8,175,028

1,555

19,845,114

9,925,337

1,127,923

153,171

2,611,798

8,638,683

4,589,071

18,988,352

12,911,969

1,380,077

23,837,472

5,447,869

142,133

19,293,652

3,464,585 18.2

211,592

1.0

8.8

16.3

8.1

0.9

0.1

100.0

80.0

16.9

10.4

10.2

100.0

1.1

19.6

4.5

0.1

15.8

68.0

13.8

879,596,436

733,446,314

109,436,593

218,212,412

177,578,895

8,316,168

79,927,320

56,501,312

140,892,434

33,176,045

8,901,916

1,441,524

97,372,947

5,257,688

8,793,613

5,300

17,262

14,304

6,557

金        額 平均保険金

7,215

7,524

構成比

5,040

5,242

3,380

千円

7,892

9,411

11,271

5,294

1,145

1,888

7,099

3,342

95,710,395

67,691,150

31,983 0.0 206,207 6,447

0.0 50,658 32,577

7.1

3.8

34.7
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